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総務・保健消防・都市建設の分科会で決算についての質疑を行いました

総務　松井　かよ子
　都市アイデンティティの取り組みについ
て意見が続出。市のイメージを確立し、市内
外に「千葉市らしさ」を発信していくため、
中世の武士「千葉氏」に重点を置く戦略プラ
ンを策定するとのこと。ところが、市政だよ
りや市の公用車、職員の名札など、政令指定
都市を機に制定されたコミュニケーション
マークから突然、千葉氏の紋章にあやかっ
た市章に変わってしまったとの声があがり
ました。市民の意見を聞き、時間をかけて

「千葉市らしさ」を
検討すべきとの要
望を委員会として
行いました。

保健消防　渡辺　忍
　今回の決算審査分科会で、内容よ
りも気になったのは議員のおしゃべ
りと携帯の扱い方。大切な議論の場
にあまりにも失礼な状況でした。
　審議の内容としては、今回は自分
が興味のある事業に対して、疑問に
思うこと、経過を確認したいことな
ど質問をしました。乳幼児健診未受
診家庭訪問、がん集団検診時の子ど
もの見守りなどは、審査でのやりと
りを踏まえて、討論で要望意見等を
伝えました。今後、高齢者・障がい者
福祉などの知見を増やし、鋭い質問
をしていきたいです。

都市建設　岩﨑　明子
　住宅や道路、公園等、主にまちづ
くりの基盤となる事業を審査する
のが都市建設委員会です。千葉港海
上交通運行実験の結果、モノレール
駅の多機能トイレの整備状況、分譲
マンション再生合意形成支援の成
果、市民参加の樹林保全、子育て世
代の意見を公園再整備に生かすこ
と、シニアも利用しやすい動物公園
の実現などについて質問しました。
　多様な立場の人にやさしいまち
づくりを、市民の声も生かしながら
実現するよう、要望しました。

松井かよ子 　渡辺 忍　 岩﨑明子
市議会議員

2015年10月

2015年
千葉市議会第３回定例会
９月４日～10月１日 市議会議員

松井かよ子 　渡辺 忍　 岩﨑明子



請　願 陳　情
紹介議員 1人以上必要 不　要

審　　査 委員会審査後、
本会議で議決 委員会限りの審査

市民ネットワークは
この議案に注目

　 ：個人番号の通知が
DV 加害者宅に届いてしまった場合
「番号の変更」を申請できます。 ！
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　仕事と家庭の両立支援として、保育の充実が大切です。
保育所・園の受け入れ人数を増やす中で、保育士の質や
慢性的な保育士不足が問題となっています。
　保育の質の確保のため、研修・評価及び監査等の仕組
みについて確認しました。多くの研修を対象者ごとに実
施しているものの、民間保育園は任意参加であり、巡回
指導、監査等対策をしてはいますが、さらなる体制強化
を求めました。
　また、待機児童解消のために、定員以上の児童を受け
入れざるをえないという理由で、非常勤保育士の増員で
対応していることもあり、非常勤率は全国平均からみて
超えている保育園もあります。
　正規保育士と非常勤保育士との処遇の差が改善されな
い現状があり、責任ある業務を正規職員のみが担う部分
もありますが、ほぼ同等の業務を行っており、勤務時間の
違いもほとんどありません。5 年以上務める非常勤保育士
が約半数、最長では 26 年務める非常勤保育士も時給は 1
年目の非常勤保育士と変わらず、ボーナスも退職手当も
なし。明らかに非常勤保育士の処遇には問題があり、保
育士不足解消のためにも、改善を強く求めました。

　土砂・岩石の採取にかかる認可事務について質問しま
した。土地の造成や埋立てに使われる土砂は山などを
削って採取されますが、山が少ない千葉市の場合、深く
掘り込む形で事業が行われています。事業終了後は、あ
らかじめ取り除いてあった表土を埋め戻し、掘削後の法
面は緑化して保護することになっていますが、市外や県
外から有害ゴミが混ざった建設残土や産業廃棄物が持ち
込まれ、大きな穴にどっさりと埋められてしまう危険が
あります。
　地方分権の推進により、砂利・岩石の認可事務が県か
ら市に移譲されました。来年４月からは土の採取につい
ても市の責任となります。これまで県で生じた問題（例
えば山が消えた、ゴミが
不法投棄されたなど）を
よく検証し、土採取に関
する市条例制定にあたっ
ては、環境保護の観点か
ら「規制」に関する条文
を盛り込むよう市当局に
強く要望しました。

本議会に提出された請願
校朽老、置設のンコアエに室教通普の校学中小・ 

舎・トイレ改修を求める請願
撤の定選の場分処物棄廃定指む含を質物性射放・ 

回を求める請願
（どちらも市民ネットは賛成したが不採択）
＊請願・陳情とは：市政について要望等が
ある時、誰でも請願書や陳情書を市議会
に提出できます

見
意
と
案
議
な
主
の
他
の
そ


